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与
力
時
代
の
大
塩
平
八
郎
と
病
気

は
じ
め
に

大
塩
平
八
郎
と
い
え
ば
、
同
時
代
か
ら
「
超
人
的
な
能
力
を
持
つ
人
物
」
と
い

う
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
者
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
大
塩
と
の
交
流
者
が
多
く
い
た
津

藩
で
は
、
大
塩
を
「
当
時
ノ
豪
傑
」
と
評
し
て
お
目
、
大
坂
で
も
大
塩
が
乱
後
姿

を
消
し
た
と
き
、
彼
を
直
接
知
る
者
は
「
存
命
に
さ
え
あ
ら
ば
是
非
何
事
か
起
し

申
す
べ
ば
」
と
信
じ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
超
人
的
な
能
力
を
持
っ
た
人

物
と
い
う
大
塩
の
イ
メ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
多
度
津
藩
の
大
塩
門
人
・
林
良
斎
が

後
年
、
池
田
草
庵
に
語
っ
た
と
い
う
談
話
に
、

中
斎
平
生
精
神
気
腕
極
盛
、
時
々
昼
夜
不
寝
者
十
余
日
、
精
神
如
故
。
常
不

飲
酒
。
飲
則
尽
斗
半
、
無
異
於
平
日
。
飯
は
一
度
に
十
杯
位
、
凡
行
路
三
十

里
。
夜
は
常
に
八
ツ
に
起
て
観
天
象
。
召
門
人
講
論
、
雄
冬
日
必
四
面
関
戸

而
座
。
門
人
皆
不
堪
、
市
中
斎
依
然
不
以
為
意
。
其
気
腕
之
圧
人
、
門
人
不

敢
仰
見
。
其
在
家
賓
客
之
来
無
虚
目
。
又
自
起
教
門
人
武
技
、
終
日
多
事
。

而
其
読
書
該
博
如
件
。
抑
亦
可
怪
也
。

キ目

蘇

ijJ. 

と
あ
る
こ
と
や
、
『
甲
子
夜
話
三
篇
』
巻
四
十
三
に
「
平
八
は
駿
足
な
る
男
に
て
、

在
勤
の
と
き
も
、
吉
野
に
は
十
五
里
と
か
有
る
を
、

一
日
に
往
て
一
日
に
還
る
体

の
こ
と
な
り
し
」
、
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
窺
い
得
る
こ
と
で
あ
る
。

大
塩
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
豪
傑
的
な
人
物
と
し
て
の
イ
メ
ー
ジ
が
流
布
す

る
一
方
で
、
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て

は
大
塩
自
身
が
、
天
保
四
年
六
月
付
の
佐
藤
一
斎
宛
真
文
書
甑
に
「
僕
四
十
又
一

と
雄
も
、
体
扉
く
病
多
し
」
と
述
べ
て
お
り
、
親
友
の
頼
山
陽
も
文
政
十
三
年
に

大
塩
が
初
め
て
名
古
屋
の
宗
家
を
訪
問
す
る
と
き
に
銭
し
た
「
送
大
塩
子
起
適
尾

張
序
L

に
「
吾
知
る
、
彼
主
(
の
心
壮
に
し
て
身
厩
し
」
と
記
し
て
い
る
。
実
際
、

よ
く
彼
が
病
気
を
し
て
い
た
こ
と
は
、
天
保
六
年
四
月
六
日
付
平
松
楽
斎
宛
書
臨

に
「
此
頃
不
快
ニ
て
(
中
略
)
頭
痛
強
ク
」
、
同
年
八
月
十
日
付
斎
藤
拙
堂
宛
書
甑

に
も
「
此
節
又
々
痢
疾
ニ
て
臥
し
罷
在
候
」
と
見
え
る
よ
う
に
、
本
人
の
書
簡
か

ら
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
大
塩
が
病
弱
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
同
時
代
か
ら
広
く

知
ら
れ
た
事
実
で
は
あ
る
が
、
実
は
彼
の
病
気
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
今
以
て
詳
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ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
例
え
ば
、
病
名
に
つ
い
て
も
肺
病
(
肺
結
核
)
と
い
う

の
が
定
説
の
よ
う
に
に
な
っ
て
は
い
る
が
、
検
証
さ
れ
確
定
さ
れ
た
史
実
と
は
言

い
難
い
。
病
態
に
つ
い
て
も
断
片
的
な
情
報
し
か
な
く
、
有
名
な
与
力
時
代
の
一
一
一

大
功
績
に
与
え
た
影
響
な
ど
病
気
と
彼
の
行
動
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で

な
い
。

つ
ま
り
、

こ
れ
ま
で
大
壊
の
病
気
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

「
病
弱
」
と
い
う
こ
と
だ
け
が
一
人
歩
き
し
て
き
た
感
が
あ
る
の
で
あ
る
。

そ
し

て
「
病
弱
」
と
、
先
の
「
豪
傑
」
と
い
う
彼
に
関
す
る
相
反
す
る
よ
う
に
も
思
え

る
情
報
に
つ
い
て
は
、
林
良
斎
が
池
田
草
庵
に
「
精
神
故
の
如
し
」
と
語
っ
て
い

る
よ
う
に
、
「
大
塩
は
気
腕
で
身
体
的
な
欠
陥
を
克
服
し
て
い
た
」
と
い
う
説
明

で
こ
れ
ま
で
な
ん
と
な
く
了
得
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

大
塩
の
病
気
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
は
、
大
塩
平
八
郎
及
び
「
大
墳
の
乱
」

の
研
究
に
と
っ
て
は
磁
末
な
事
柄
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の

よ
う
な
一
見
抽
出
末
に
も
思
え
る
史
実
の
積
み
上
げ
が
史
実
の
解
明
に
は
大
切
で
あ

る
。
病
気
の
内
容
に
よ
っ
て
は
彼
の
人
物
像
を
窺
う
に
欠
か
せ
な
い
情
報
に
な
り

得
る
し
、
彼
の
行
動
に
も
必
ず
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
も
な
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
本
報
告
で
は
主
に
書
簡
か
ら
得
ら
れ
る
断
片
的
な
情
報
に
よ
っ
て
、
大
塩

の
病
気
そ
の
も
の
や
、
と
く
に
与
力
時
代
の
大
塩
の
事
績
と
病
気
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。

書
簡
に
表
れ
た
病
苦

大
塩
が
病
弱
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
資
料
的
に
は
い
つ
頃
か
ら
確
認
で

き
る
で
あ
ろ
う
か
。
大
塩
自
身
は
、
天
保
元
年
十
二
月
十
三
日
付
の
大
蔵
永
常
宛

書
臨
に
、
「
〔
好
吏
糾
弾
事
件
を
解
決
し
た
文
政
十
二
年
頃
か
ら
)
段
々
病
身
に
相

成
り
、
退
身
と
心
懸
け
」
た
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
大
塩
が
そ
れ
以
前
か
ら

円

mv

病
気
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
文
政
五
年
十
月
一
日
付
秋
吉
雲
桂
宛
書
簡
に
、

私
義
も
無
事
-
一
罷
在
侯
得
と
も
、
多
病
勝
ニ
て
伏
枕
、
尊
兄
御
膝
元
に
候
ハ
、

一
応
御
診
察
を
可
相
願
処
、
何
を
申
候
市
も
隔
地
甚
残
念
、
愛
許
医
師
無
人

可
嘆
、
其
余
之
儀
も
亦
後
高
、
乍
然
此
頃
は
少
し
快
候
(
中
略
)
申
上
度
義

堆
積
な
れ
と
も
、
病
中
執
筆
瀬
傭
、
夫
故
に
暮
し
申
候

と
記
し
て
い
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
「
多
病
勝
ち
で
伏
す
こ
と
が
多
く
、
貴

殿
が
近
く
で
あ
れ
ば
診
察
を
願
う
と
こ
ろ
だ
が
遠
隔
地
で
残
念
で
あ
る
。
言
い
た

い
こ
と
が
堆
積
し
て
い
る
が
病
中
で
物
憂
く
省
略
す
る
」
と
い
う
内
容
で
あ
る
。

秋
吉
雲
桂
は
京
都
の
西
洋
医
で
頼
山
陽
の
門
人
で
あ
る
。
大
塩
が
山
陽
と
親
交
を

結
ん
だ
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
二
人
は
山
陽
の
死
後
も
し
ば
し
ば
書
通
を
交
わ
し
て
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い
る
。
こ
の
書
簡
に
よ
り
、
大
塩
は
文
政
五
年
の
秋
か
ら
初
冬
に
か
け
て
伏
す
こ

と
が
多
く
、
書
簡
を
書
く
の
も
億
劫
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
ロ

ま
た
、
同
じ
く
秋
吉
雲
桂
宛
の
文
政
七
年
間
八
月
二
十
三
日
付
書
簡
に
は
、

僕
咋
暮
公
退
勿
々
来
翰
を
拝
聞
い
た
し
、
前
段
魯
皐
之
罪
を
存
出
し
、
昨
夜

中
陸
行
ニ
て
上
京
い
た
し
、
今
暁
御
玄
関
迄
伺
公
、
早
速
高
瀬
ニ
て
伏
水
迄

出
、
放
船
い
た
し
候
て
、
午
後
ニ
帰
宅
は
出
来
可
申
と
存
、
一
刺
を
致
懐
中
、

既
ニ
行
装
い
た
し
か
け
候
処
、
家
累
相
驚
、
狂
乱
と
存
、
蒼
頭
-
一
て
途
中
無

覚
束
と
、
四
方
よ
り
喧
々
引
留
メ
、
乍
不
本
意
相
止
り
申
候

と
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
は
秋
吉
か
ら
何
度
も
季
節
の
進
物
を
貰
い
な
が
ら
礼

状
も
出
し
て
い
な
か
っ
た
の
に
再
び
松
茸
を
贈
ら
れ
て
非
礼
を
悟
り
、
役
所
か
ら



帰
宅
後
、
夜
通
し
歩
い
て
京
都
ま
で
行
こ
う
と
し
、
「
病
み
上
が
り
の
身
体
で
」
と

家
人
に
引
き
留
め
ら
れ
て
思
い
と
と
ま
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
つ
い
て
記
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
書
簡
か
ら
は
、
文
政
七
年
間
八
月
下
旬
、
大
塩
は
病
み

上
が
り
状
態
で
あ
っ
た
と
い
う
情
報
が
得
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
文
政
九
年
十
一
月

二
十
九
日
付
の
名
古
屋
宗
家
の
大
塩
波
右
衛
門
に
宛
て
た
書
簡
に
は
大
塩
は
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

先
年
私
病
身
ニ
付
、
未
老
年
ニ
お
よ
ひ
不
申
候
得
共
、
退
番
之
宿
願
有
之
候

得
共
、
未
実
子
無
御
座
ニ
付
、
乍
失
敬
御
子
息
様
之
御
内
、
先
祖
之
御
縁
を

以
、
養
子
之
儀
一
寸
御
内
談
お
よ
ひ
候
節
、
尊
報
被
下
候
処
、
未
私
壮
年
之

儀
、
養
子
等
は
不
差
急
は
、
寛
々
養
生
加
へ
可
然
趣
ニ
頭
共
之
内
意
有
之
、

被
差
留
候
付
、
右
御
縁
談
之
儀
其
侭
ニ
打
過
、
最
早
余
程
年
月
も
栢
立
候
得

共
、
私
兎
角
不
快
勝
ニ
而
、
勤
仕
十
分
-
一
難
出
来
、
最
早
三
十
四
歳
ニ
も
相

成
、
実
子
無
御
座
(
中
略
)
可
相
成
は
御
子
様
之
内
御
歳
頃
十
四
五
六
程
之

御
惣
領
様
外
ニ
御
ひ
か
へ
も
被
為
在
候
ハ
¥
御
縁
談
被
成
下
問
鋪
哉

こ
の
書
簡
は
二
つ
の
異
な
る
時
期
に
お
け
る
大
塩
の
体
調
と
、

そ
れ
に
関
わ
っ

て
大
塩
が
と
っ
た
行
動
に
つ
い
て
重
要
な
情
報
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、

「
先
年
」
か
ら
「
御
縁
談
之
儀
其
侭
ニ
打
過
L

ま
で
が
示
す
も
の
で
、
「
先
年
」
病

身
の
た
め
に
退
番
を
願
い
、
実
子
が
な
い
の
で
名
古
屋
の
宗
家
に
養
子
縁
組
を
申

し
入
れ
た
が
「
頭
」
に
慰
留
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
一
件
が
あ
っ
た
と
い
う
「
先
年
」
は
、
続
い
て
記
す
「
最
早
余
程
年
月
も
相

立
ち
候
え
ど
も
」
と
い
う
表
現
か
ら
、
文
政
九
年
よ
り
か
な
り
前
の
こ
と
と
考
え

一て
月よ
十い
五。
日 こ
にの
山「
田頭
奉」
行は
か大
ら 坂
大東
坂町
町奉
奉行
行の
に高
な井
つ実
て徳
いで
る、

か高
らg井
、は

こ文
の政
出三
来年
事十

は
文
政
四
年
か
ら
六
年
頃
ま
で
の
こ
と
と
推
定
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、

本
書
簡
か
ら
、
ま
ず
文
政
五
年
前
後
、
大
塩
は
長
期
に
わ
た
り
、
養
子
を
迎
え
て

隠
退
す
る
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
体
調
が
悪
か
っ
た
と
推
定
で
き

る
。
こ
の
一
件
が
文
政
五
年
の
こ
と
で
あ
れ
ば
、
既
掲
の
文
政
五
年
十
月
朔
日
付

秋
吉
雲
桂
宛
書
簡
の
内
容
と
も
符
合
す
る
。

こ
の
書
簡
か
ら
得
ら
れ
る
三
つ
目
の
情
報
は
、
「
最
早
余
程
年
月
も
相
立
候
得

並
こ
か
ら
「
御
縁
談
被
成
下
関
鋪
哉
」
ま
で
が
示
す
も
の
で
、
こ
の
書
簡
を
書
い
た

文
政
九
年
頃
も
大
塩
は
長
期
に
わ
た
っ
て
「
兎
角
不
快
が
ち
」
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
こ
の
年
の
十
一
月
、
大
塩
は
家
系
を
嗣
ぐ
べ
き
子
が
い
な

い
こ
と
か
ら
、
行
く
末
を
案
じ
て
再
び
宗
家
に
養
子
縁
組
を
願
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
宗
家
へ
二
度
目
と
な
る
養
子
縁
組
を
依
頼
し
た
時
期
と
同
時
期
と
推
定
で

き
る
書
簡
が
あ
る
。
十
二
月
二
日
付
間
確
斎
宛
書
簡
が
そ
れ
で
、

誠
ニ
此
聞
は
御
黄
臨
辱
仕
合
奉
存
候
、
其
後
も
一
寸
御
挨
拶
可
罷
出
処
、
心

病
養
生
中
関
戸
い
た
し
候
付
、
少
々
延
引
御
免
可
被
下
候
、

と
、
先
日
の
確
斎
の
来
訪
を
謝
し
、
挨
拶
に
伺
う
べ
き
と
こ
ろ
「
心
病
養
生
」
の

た
め
に
「
閉
戸
」
し
て
い
た
の
で
少
々
延
引
す
る
こ
と
を
断
る
書
簡
で
あ
る
。
間
確

斎
は
大
坂
の
町
人
天
文
観
測
家
で
大
塩
の
友
人
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
の
年
紀
は
文

0
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政
九
年
と
推
定
で
き
る
が
、
こ
の
書
簡
の
示
す
大
塩
の
体
調
の
状
況
は
、
先
の
文

政
九
年
十
一
月
二
十
九
日
付
大
塩
波
右
衛
門
宛
書
簡
の
後
半
部
に
記
す
「
兎
角
不

快
勝
ち
」
と
い
う
状
況
と
符
合
し
、
体
調
が
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
が
、

再
び
大
塩
に
宗
家
と
の
養
子
縁
組
を
願
わ
せ
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
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こ
の
よ
う
に
文
政
五
年
頃
か
ら
九
年
ま
で
の
大
塩
に
つ
い
て
は
、
既
掲
文
政
五

年
十
月
朔
日
付
秋
吉
雲
桂
宛
書
簡
に
「
乍
然
此
頃
は
少
し
快
候
」
と
あ
っ
た
よ
う

に
、
少
し
よ
い
時
期
も
あ
っ
た
が
、
体
調
の
悪
い
状
態
が
長
年
に
わ
た
り
断
続
的

に
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
こ
の
間
彼
を
悩
ま
せ
た
病
気
が
何
で
あ
っ

た
か
、
引
用
し
た
資
料
か
ら
は
特
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
、
こ
の
間
、

大
塩
は
文
政
八
年
の
春
に
「
洗
心
洞
入
学
盟
誓
八
ヶ
条
」
な
ど
自
分
が
主
宰
す
る

洗
心
洞
塾
の
学
制
を
調
え
る
な
ど
の
仕
事
を
し
て
は
い
る
が
、
役
所
で
は
と
く
に

目
立
つ
業
績
を
挙
げ
て
い
な
い
。

大
塩
の
体
調
と
三
大
功
績

大
塩
は
文
政
十
年
か
ら
隠
退
す
る
十
=
一
年
秋
ま
で
の
聞
に
、
与
力
と
し
て
自
ら

三
大
功
績
と
自
負
す
る
業
績
を
挙
げ
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
文
政
五
年
か
ら
九

年
ま
で
の
彼
と
は
ま
る
で
別
人
の
よ
う
な
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち-

文
政
十
年
四
月
l

京
阪
キ
リ
シ
タ
ン
事
件

-
文
政
十
一
一
年
三
月

1

好
吏
糾
弾
事
件
(
弓
削
新
右
衛
門
事
件
)
と
不
正
無
尽

の
捜
査

-
文
政
十
三
年
三
月

破
戒
僧
処
分
事
件

が
そ
れ
で
、
こ
れ
ら
の
事
件
は
上
司
で
あ
る
大
坂
東
町
奉
行
の
高
井
実
徳
に
命
じ

ら
れ
た
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
塩
の
体
調
が
許
さ
な
け
れ
ば
到
底
処
理
で
き
る
よ

う
な
業
務
で
は
な
い
。
と
く
に
好
吏
糾
弾
事
件
は
、
四
ヶ
所
の
者
と
結
託
し
て
悪

事
を
働
き
、
八
尾
屋
新
蔵
な
ど
無
尽
の
プ
ロ
と
組
ん
で
幕
府
上
層
部
に
無
尽
を
斡

旋
す
る
な
ど
悪
行
の
限
り
を
尽
く
し
た
西
組
古
参
与
力
・
弓
削
新
右
衛
門
を
粛
正

し
た
事
件
で
、
大
塩
自
身
が
後
年
、
宛
先
日
付
欠
(
天
保
三
年
、
荻
野
四
郎
助
宛
)
書

簡
に
「
身
井
家
を
も
不
顧
、
寸
心
一
杯
ニ
尽
し
、
誠
-
一
危
事
共
相
犯
し
候
」
と
記
し
、

天
保
元
年
十
二
月
十
三
日
付
大
蔵
永
常
宛
書
簡
で
「
其
期
間
難
苦
痛
ハ
実
ニ
難
申
尽
、

戦
場
之
血
戦
よ
り
も
辛
烈
」
と
述
懐
す
る
程
の
危
険
な
難
事
件
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
三
大
事
件
を
解
決
し
た
文
政
十
年
か
ら
十
三
年
の
聞
の
大
塩
の
体
調
に

簡Eつ
を い
挙て
げ言己
るす
己 資
と料
が と
で し
きて
る、。

ま

品工
書 ij

理主
大-A
塩 月
はー
てコ --'-

ぎ七

E日
ノの
に毛

守重
;号
、L 書

香
章
一
箆
千
万
恭
、
病
後
相
禁
候
へ
と
も
少
々
拝
味
(
中
略
)
、
何
分
ニ
も

多
事
に
て
、
未
明
出
街
、
薄
暮
帰
宅
、
無
寸
暇
、
御
憐
察
可
被
下
侯

こ
れ
は
秋
吉
か
ら
松
茸
を
贈
ら
れ
た
礼
を
述
べ
、
「
病
後
」
で
食
べ
る
の
を
控
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え
て
い
た
が
少
々
拝
味
し
た
と
記
し
た
あ
と
、
多
忙
の
た
め
に
「
未
明
出
勤
、
薄

暮
帰
宅
」
と
い
う
状
態
で
寸
暇
が
な
い
と
い
う
近
況
を
書
き
送
っ
た
も
の
で
あ
る
。

文
政
十
年
九
月
頃
と
い
え
ば
、
こ
の
年
六
月
に
捕
縛
し
た
京
阪
キ
リ
シ
タ
ン
事
件

の
首
魁
・
豊
田
貢
を
取
り
調
べ
て
い
る
時
期
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
病
後
」
と
記
す

《

mu

病
気
に
つ
い
て
は
、
文
政
十
年
と
推
定
さ
れ
る
十
月
十
日
付
宛
先
不
明
書
簡
に
も

「
春
来
、
病
後
な
が
ら
多
事
に
て
、
心
外
之
御
無
音
」
と
見
え
る
の
で
、
文
政
十

年
の
春
ま
で
続
い
た
と
恩
わ
れ
る
。

つ
ま
り
文
政
九
年
十
一
月
一
一
十
九
日
付
大
塩

波
右
衛
門
宛
書
簡
や
、
同
年
ヵ
十
二
月
二
日
付
間
確
斎
宛
書
簡
の
状
態
か
ら
引
き

続
い
て
の
体
調
不
良
が
翌
十
年
の
春
ま
で
続
い
た
と
い
う
こ
と
が
推
定
で
き
る
の

で
あ
る
。
そ
し
て
春
に
な
っ
て
漸
く
小
康
を
得
て
、
京
阪
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
に
取



り
組
む
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
、
同
じ
文
政
十
年
の
十
一
月
二
十
七
日
付
の
間
確
斎
宛
書
簡
に
は

「
甚
多
事
、
乍
去
今
日
よ
り
十
日
斗
限
貰
請
病
気
養
生
い
た
し
候
」
と
、
大
塩
は

甚
だ
多
忙
で
は
あ
る
が
病
気
養
生
の
た
め
十
日
余
り
の
休
暇
を
と
る
こ
と
を
宣
言

し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
前
年
か
ら
の
半
年
に
及
ぶ
病
気
の
あ
と
、
「
未
明
出
勤
、

薄
暮
帰
宅
」
と
い
う
京
阪
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
で
無
理
な
勤
務
を
続
け
た
こ
と
や
、

内鉛》

幕
府
儒
官
・
林
家
へ
の
調
金
を
行
っ
て
心
労
が
続
い
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
恩
わ

れ
る
。
そ
し
て
、
翌
文
政
十
一
年
七
月
九
日
付
和
泉
某
宛
書
簡
に
は
、

僕
当
年
ハ
大
病
後
故
、
今
以
服
薬
、
街
門
へ
ハ
一
月
-
二
回
程
出
候
迄
に
て
、

余
ハ
北
箇
之
下
ニ
堅
臥
罷
在
候
、
加
之
此
頃
六
十
又
有
之
祖
母
疾
病
、
侍
養

ニ
身
心
相
労
シ
、
御
憐
察
可
被
下
候

と
あ
る
の
で
、
大
塩
は
、
文
政
十
年
の
末
頃
か
ら
更
に
病
気
が
悪
化
し
、
十
一
年

は
春
以
後
も
役
所
に
は
殆
ど
出
勤
で
き
な
い
状
態
が
続
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ

の
病
態
は
京
阪
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
以
後
は
、
十
二
年
の
好
吏
糾
弾
事
件
ま
で
(
つ

ま
り
文
政
十
一
年
に
は
〉
、
大
塩
に
役
所
で
の
実
績
が
な
い
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

そ
の
後
大
塩
は
再
び
小
康
を
得
た
と
見
え
、
己
の
年
の
十
一

月
二
十
九
日
、
洗
心
洞
塾
で
王
陽
明
の
三
百
年
祭
を
挙
行
し
て
い
る
。
大
塩
が
私

淑
し
た
王
陽
明
は
嘉
堵
七
年
(
和
暦
享
禄
二
年
、

一
五
二
九
〉
十
一
月
二
十
九
日
南

安
に
没
し
て
い
る
。
従
っ
て
文
政
十
一
年
三
八
二
八
)
は
没
後
三
百
年
に
あ
た
っ

た
。
そ
こ
で
大
塩
は
こ
の
年
、
王
陽
明
の
命
日
に
回
能
村
竹
田
が
描
い
た
王
陽
明

像
を
学
堂
に
飾
り
、
「
陽
明
先
生
を
祭
る
」
と
題
す
る
祭
文
を
供
え
て
三
百
年
祭

を
執
行
し
た
の
で
あ
っ
た
。
大
塩
は
こ
の
王
陽
明
を
智
正
る
祭
郊
の
な
か
で
、

心
肺
の
疾
に
嬰
し
、
死
な
ん
と
欲
す
る
こ
と
再
三
、
薬
効
奏
せ
ず
、
祖
母
病

卒
し
、
外
祖
寿
を
終
え
、
悲
哀
骨
を
刺
し
、
病
勢
益
々
厚
し

云
々
と
こ
の
年
の
自
分
の
病
気
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
こ
の
文
章
中
に
み
え

る
「
病
卒
L

し
た
「
祖
母
」
と
は
大
塩
の
祖
父
・
成
余
の
後
妻
で
、
大
塩
を
育
て
た

清
で
あ
る
。
蓮
興
寺
の
墓
碑
に
よ
れ
ば
彼
女
は
文
政
十
一
年
七
月
十
九
日
に
六
十

四
歳
で
没
し
て
い
る
。
ま
た
「
寿
を
終
」
え
た
「
外
祖
」
と
は
大
塩
の
母
の
父
・
東

組
与
力
の
大
西
駒
蔵
で
、
清
の
亡
く
な
っ
た
直
後
に
他
界
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
。

こ
の
祭
文
で
大
塩
は
、
「
心
肺
の
荻
」
で
再
三
に
わ
た
っ
て
死
に
た
い
と
思
い
、

薬
が
効
か
ず
、

そ
の
上
祖
母
と
外
祖
父
の
死
で
落
胆
し
て
病
勢
が
益
々
増
し
た
と

述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
祭
文
と
既
掲
の
文
政
十
一
年
七
月
九
日
付
和
泉
某
宛
書
簡

を
合
わ
せ
読
む
と
、
文
政
十
一
年
七
月
頃
の
大
塩
の
病
態
が
更
に
よ
く
理
解
で
き

る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
先
に
文
政
九
年
十
一
月
、
大
塩
が
病
気
の
た
め
に
宗
家
へ
養
子
縁

組
を
申
し
入
れ
た
こ
と
を
記
し
た
。
従
来
の
研
究
で
は
こ
の
縁
談
が
成
立
し
な
か
っ

た
た
め
、
大
塩
は
こ
の
年
や
む
な
く
祖
母
の
実
家
で
あ
る
西
国
家
か
ら
格
之
助
を

《

av

養
子
に
迎
え
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
の
年
、
十
一
月
二
十
九
日
に
名

古
屋
の
宗
家
に
書
簡
を
出
し
、

そ
の
後
波
右
衛
門
か
ら
断
り
の
手
紙
が
あ
り
、
更

に
そ
の
年
の
う
ち
に
格
之
助
と
の
縁
談
を
調
え
る
こ
と
は
時
間
的
に
無
理
が
あ
る
。

結
局
、
大
壊
が
格
之
助
を
養
子
に
迎
え
た
の
は
文
政
九
年
で
は
な
く
、
文
政
十
一

《

uv

年
の
九
月
と
判
明
し
た
が
、
大
塩
が
文
政
十
一
年
に
養
子
を
迎
え
た
の
は
、
右
に

記
し
た
よ
う
な
自
分
の
病
気
の
状
態
に
よ
っ
て
、

い
よ
い
よ
精
神
的
に
追
い
詰
め

ら
れ
た
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年
、

そ
の
後
十
一
月
に
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玉
陽
明
三
百
年
祭
を
執
行
で
き
る
ほ
ど
体
調
が
回
復
し
た
の
は
、
格
之
助
を
養
子

に
迎
え
て
家
系
断
絶
の
憂
い
を
除
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
に
違
い
な
い
と
思

わ
れ
る
。

大
塩
の
病
気

さ
て
、
こ
れ
ま
で
病
名
に
触
れ
ぬ
ま
ま
、
大
塩
の
病
気
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

大
塩
の
病
気
に
つ
い
て
は
、
京
都
の
医
師
で
友
人
の
小
石
元
瑞
が
残
し
た
与
力
時

の
大
塩
の
診
断
欝
が
あ
る
。

代
(
年
未
詳
〕

大
塩
君
の
患
う
所
は
先
天
の
遺
毒
に
出
づ
る
と
離
も
、

書
焦
思
、
為
に
因
り
て
胃
気
薄
弱
の
致
す
所
な
り

ま
た
服
勤
労
慮
、
読

と
い
う
も
の
で
、
大
塩
は
仕
事
で
疲
れ
、
読
書
で
あ
れ
こ
れ
悩
み
、

そ
れ
で
胃
弱

に
な
っ
て
い
る
と
の
診
断
で
あ
る
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
大
墳
を
苦
し
め
た
病
気

は
ど
う
も
こ
れ
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
足
代
弘
訓
に
痔
痩
で
あ
る
こ
と
を
告
げ

《お】

て
も
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
れ
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
ま
で
唱
え
ら
れ
て
き
た
大
塩
の
病
名
は
本
稿
の

「
は
じ
め
に
」
で
記
し
た

よ
う
に
「
肺
病
」
で
あ
る
。
幸
田
成
友
は
『
大
塩
平
八
郎
』
(
明
治
版
)
で
「
彼
は
実

に
肺
病
に
権
り
、
死
に
瀕
す
る
こ
と
再
三
に
及
び
」
云
々
と
記
し
、
石
崎
東
国
も

『
大
塩
平
八
郎
伝
』
の

「
大
塩
中
斎
先
生
年
譜
略
引
」
文
政
九
年
条
に
「
固
定
ヨ
リ

先
キ
先
生
肺
患
ア
リ
、
病
屡
々
重
シ
」
と
し
て
、
本
文
・
文
政
九
年
条
で
も
「
先

生
=
一
十
既
一
一
此
ノ
肺
患
ア
リ
、
自
ラ
欲
死
再
三
ト
云
7
」
と
記
し
て
い
る
。
岡
本

良
一
も
「
肺
患
で
長
い
闘
病
生
活
」
(
『
大
塩
平
八
郎
』
)
、
宮
城
公
子
も
「
大
塩
が
お

そ
ら
く
肺
結
核
か
と
思
わ
れ
る
持
病
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
大

塩
の
私
淑
し
た
玉
陽
明
も
肺
患
が
あ
り
、
こ
ん
な
所
に
も
大
塩
が
王
陽
明
に
親
近

感
を
懐
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
」
(
『
大
塩
平
八
郎
』
)
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ

う
に
大
塩
肺
病
説
は
早
く
か
ら
定
説
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
。
し
か
し
既
述
の

よ
う
に
、
こ
の
病
気
に
つ
い
て
は
ど
の
研
究
書
も
簡
単
に
触
れ
る
程
度
で
あ
り
、

病
態
を
詳
述
し
、
病
名
を
検
証
し
た
も
の
は
な
い
。

こ
の
大
塩
肺
病
説
は
、
幸
田
成
友
が

『
大
塩
平
八
郎
』
(
昭
和
十
七
年
再
版
)
に

「
中
斎
が
肺
を
患
ひ
て
、
再
三
死
に
瀕
し
、
祖
母
及
び
外
祖
の
不
幸
に
会
し
て
病

勢
益
々
厚
か
っ
た
こ
と
は
、
文
政
十
一
年
十
一
月
陽
明
先
生
三
百
年
忌
の
祭
典
を

洗
心
洞
の
学
堂
に
行
っ
た
時
の
祭
文
に
出
て
い
る
」
と
記
す
よ
う
に
、
既
掲
、
王

陽
明
三
百
年
祭
の
祭
文
に
「
心
肺
の
疾
に
嬰
し
」
と
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
い
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
「
心
肺
」
は
「
心
臓
と
肺
臓
」
、
「
灰
」
は
「
病
む
」

の
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意
で
あ
る
か
ら
「
心
肺
の
荻
」
は
「
心
臓
と
肺
臓
の
病
気
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が

で
き
る
(
但
し
、
定
説
で
は
肺
臓
白
み
で
心
臓
白
病
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
)
。
と
こ

ろ
が
資
料
と
し
て
は
こ
の
祭
文
以
外
に
「
肺
病
」
を
示
唆
す
る
も
の
は
見
る
こ
と

が
で
き
ず
、

一
九
三
通
あ
る
大
塩
の
書
簡
か
ら
も
、
疲
・
咳
・
微
熱
・
胸
痛
・
倦

怠
感
・
食
欲
不
振
な
ど
肺
病
の
諸
症
状
を
窺
わ
せ
る
文
言
は
見
い
出
す
こ
と
が
で

き
な
い
。

実
は
、
文
政
十
年
か
ら
十
一
年
に
か
け
て
(
実
際
の
発
症
は
そ
れ
以
前
か
ら
と
思
わ

れ
る
)
、
大
塩
が
悩
ま
さ
れ
て
い
た
病
気
は
肺
病
で
は
な
く
妬
気
(
加
・
応
痛
)
で
あ

る
。
根
拠
は
天
保
五
年
正
月
二
十
八
日
付
で
伊
賀
上
野
の
儒
者
小
谷
巣
松
に
宛
て

《釘】

た
書
簡
に
、



此
頃
御
妬
積
ニ
て
不
被
成
御
勝
曲
、
何
様
先
比
門
人
共
よ
り
御
様
子
承
之
候
、

部
生
も
七
年
己
前
、
組
暴
発
、
万
死
一
生
、
色
々
薬
餌
い
た
し
、
一
年
半
程

相
立
漸
平
復

と
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
簡
で
大
塩
は
、
天
保
五
年
正
月
、
小
谷
巣

松
が
持
病
の
茄
痛
で
苦
し
ん
で
い
る
こ
と
を
門
人
か
ら
聞
い
て
、
自
分
も
七
年
前

に
茄
が
暴
発
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
薬
餌
療
法
を
し
た
結
果
、

一
年
半
程
で
漸
く
平
復
、

九
死
に
一
生
を
得
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
書
簡
が
天
保
五
年
の
も
の
で
あ
る
こ

と
は
書
簡
中
、
天
保
四
年
の
暮
か
ら
続
く
月
ヶ
瀬
梅
林
見
物
の
話
題
を
記
し
て
い

る
こ
と
で
確
実
で
あ
る
ロ
天
保
五
年
か
ら
「
七
年
己
前
」
は
文
政
十
一
年
に
あ
た

る
が
、
大
塩
が
確
か
に
文
政
十
年
の
末
か
ら
十
一
年
秋
頃
ま
で
大
病
で
苦
し
ん
で

た
」

と
は
既
掲
文
政
十

年
七
月
九
日
付
和
泉
某
宛
書
簡
と
例
の
王
陽
明

百

年
祭
の
祭
文
が
示
す
通
り
で
あ
り
、
本
書
簡
に
よ
っ
て
そ
の
病
気
が
茄
気
で
あ
っ

た
こ
と
が
確
定
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。
よ
っ
て
大
塩
の
病
気
は
肺
患
で
は
な
い
。

「
茄
気
」
と
は
、
近
代
以
前
の
医
学
水
準
で
は
は
っ
き
り
と
診
別
で
き
な
い
ま

ま
、
終
痛
を
伴
う
内
科
疾
患
が
一
つ
の
症
候
群
と
し
て
呼
ば
れ
て
い
た
俗
称
病
名

で
、
漢
方
で
は
「
茄
」
、
「
あ
た
は
ら
」
、
「
し
ら
た
み
」
な
ど
と
称
さ
れ
る
。
平
安

時
代
の
医
書
『
医
心
方
』
に
は
、

泊
ハ
痛
ナ
リ
、
或
ハ
小
腹
痛
ミ
テ
大
小
使
ヲ
得
ズ
、
或
ハ
手
足
阪
冷

ν
テ
隣

ヲ
繰
り
テ
痛
ミ
テ
白
汗
出
デ
、
或
ハ
冷
気
逆
上
シ
テ
心
腹
ヲ
槍
キ
、
心
痛
又

ハ
撃
急
シ
テ
腸
痛
セ
シ
ム

と
説
明
さ
れ
て
い
る
o

今
日
の
医
学
で
は
、
茄
痛
を
主
症
と
す
る
寄
生
虫
病
、
腹

部
・
下
腹
部
の
内
蔵
諸
器
官
の
潰
療
や
胆
石
症
、

ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
を
含
む
と
考
え

ら
れ
て
い
る
病
気
で
あ
る
。

加
に
よ
る
痛
み
(
茄
痛
)
は
俗
に
「
さ
し
こ
み
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
・

胃
、
腸
、

腎
孟
、
尿
管
、
勝
脱
な
ど
腹
部
の
中
空
の
臓
器
の
壁
を
つ
く
る
平
滑
筋
の
異
常
収

縮
に
よ
っ
て
起
こ
る
。
痛
み
に
は
種
類
が
あ
り
、
特
に
大
小
腸
や
生
殖
器
な
ど
下

腹
部
に
発
作
的
に
反
復
し
て
激
痛
が
起
こ
る
こ
と
が
多
い
が
、
胆
道
泊
痛
と
い
わ

れ
る
も
の
は
右
下
肋
部
に
あ
ら
わ
れ
、
し
ば
し
ば
右
側
で
肩
肝
・
背
・
上
腕
部
に

放
散
し
、
昨
肝
臓
疾
患
に
よ
る
場
合
は
左
側
に
表
れ
る
と
い
一
%
。
昔
は
油
気
の
嫁
痛

は
寒
冷
に
よ
っ
て
症
状
が
悪
化
す
る
と
さ
れ
て
い
た
。
痛
み
は
数
分
な
い
し
数
時

間
の
間
隔
で
周
期
的
に
反
復
し
、
痛
み
の
強
い
場
合
は
連
続
的
に
感
じ
る
こ
と
も

あ
る
と
い
う
。
大
塩
の
場
合
は
し
ば
し
ば
手
や
肘
の
痛
み
を
伴
っ
た
よ
う
で
、
親

し
い
友
人
に
、
痛
み
が
強
く
、
筆
を
執
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
代
筆
に
す
る
こ

と
を
断
る
書
簡
が
多
く
残
っ
て
い
る
。
例
え
ば
大
塩
は
元
大
坂
西
町
奉
行
新
見
正《濁》

路
の
近
江
領
代
官
・
武
藤
休
右
衛
門
に
宛
て
た
天
保
三
年
八
月
二
十
九
日
付
書
簡

に
「
甚
だ
筆
を
執
る
事
煩
わ
し
く
」
、
同
年
十
一
月
二
十
五
日
付
書
闘
に
「
僕
も

此
頃
持
病
に
て
不
相
勝
両
腕
引
痛
」
、
天
保
四
年
二
月
二
十
一
日
付
書
簡
に
「
猶
々

痛
所
有
之
仲
代
筆
御
免
L
、
同
年
六
月
四
日
付
書
簡
に
も
「
手
管
相
痛
困
り
入
申

候
」
、
天
保
六
年
十
二
月
十
八
日
付
林
良
斎
宛
書
闘
に
「
此
節
持
病
之
茄
ニ
て
左

手
を
痛
難
渋
」
な
ど
と
記
し
て
い
る
。

で
は
文
政
十
一
年
、
病
気
が
肺
患
で
は
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
塩
が
主
陽
明

三
百
年
祭
の
祭
文
に
記
し
た
「
心
肺
の
荻
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
う
か
。

実
は
「
心
肺
」
は
「
心
臓
と
肺
臓
」
の
ほ
か
に
づ
こ
こ
ろ
」
の
意
味
が
あ
る
か
ら
、

「
心
肺
の
灰
」
は
「
こ
こ
ろ
の
病
」
と
も
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

ー 7ー



幸
田
成
友
は
『
大
塩
平
八
郎
』
で
、
「
彼
は
実
に
肺
病
に
躍
り
、
死
に
瀕
す
る
こ

と
再
三
に
及
」
ん
だ
と
記
し
て
い
る
が
、
大
塩
が
祭
文
に
記
し
た
「
死
な
ん
と
欲

す
る
こ
と
再
三
」
は
「
死
に
瀕
す
る
こ
と
再
三
に
及
L

ん
だ
の
で
は
な
く
、
「
死

に
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
再
三
あ
っ
た
L

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
「
死
な
ん

と
欲
す
る
こ
と
再
=
一
」
と
い
う
表
現
か
ら
「
心
肺
の
灰
」
と
は
欝
病
で
あ
っ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
大
塩
は
茄
気
に
よ
る
病
苦
か
ら
前
途
を
悲
観
し
て

欝
状
態
に
陥
り
、
文
政
十
一
年
に
は
再
三
自
殺
を
考
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

半
谷
二
郎
は
「
精
神
医
学
に
よ
る
新
解
釈
」
と
し
て
、
大
塩
が
燥
倭
病
で
あ
っ

《
制
鍋
》

た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
大
原
和
雄
も
「
平
八
郎
の
行
動
や
性
格
特
徴

か
ら
、
両
相
性
う
つ
病
の
病
前
性
格
で
あ
る
、

メ
ラ
ン
コ
リ
ー
親
和
型
性
格
な
い

マ
ニ
l
親
和
型
性
格
が
考
え
ら
れ
、
こ
の
う
ち
、
特
に
マ
ニ
l
親
和
性
格
の

《
対
一
》

諸
特
徴
が
多
く
認
め
ら
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
大
塩
が
医
学
的
に
見
て
恒
常
的
な

し蝶
欝
病
患
者
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
は
私
に
は
判
断
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も

文
政
十
一
年
は
彼
が
響
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
改
め
て
こ
の
欝
病
の
可
能
性
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
既
掲
天
保
四
年
ヵ
十
一
一

月
二
十
日
付
秋
吉
雲
桂
宛
書
簡
に
「
構
思
も
の
ニ
て
心
疾
を
生
し
、
此
節
平
快
」

と
あ
る
こ
と
や
、
同
じ
く
文
政
九
年
ヵ
十
二
月
二
日
付
間
確
斎
宛
書
簡
に
「
心
病

養
生
中
間
戸
い
た
し
候
L

と
あ
る
「
心
疾
」
「
心
病
」
と
い
う
表
現
な
ど
は
、
糊
臣

病
と
い
う
こ
と
を
示
唆
す
る
表
現
で
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
心
疾
」

は
「
心
の
病
。
気
疲
れ
か
ら
起
こ
る
病
気
」

の
意
味
で
あ
る
し
、
「
心
病
」
は
単

に
「
不
快
L

、
ま
た
「
心
臓
病
」
の
意
味
も
あ
る
が
、
「
心
が
憂
え
る
」
「
心
中
の

A
僧
却
》

憂
悶
が
病
と
な
る
」
の
意
味
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
文
政
十
一
年
ま
で
の
大
塩
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

で
は
、
好
吏
糾
弾

事
件
を
解
決
し
た
文
政
十
二
年
の
彼
の
体
調
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
だ
う
ろ
か
。

王
陽
明
三
百
年
祭
を
執
行
し
た
文
政
十
一
年
十
一
月
三
十
九
日
以
後
、
大
塩
が
白内訂》

分
の
体
調
に
つ
い
て
言
及
し
た
書
簡
は
文
政
十
三
年
九
月
十
二
日
付
秋
吉
雲
桂
宛

ま
で
な
く
、
こ
の
間
、
大
塩
は
文
政
十
二
年
二
月
に
は
積
極
的
に
『
呂
新
語
録
』

《

羽

》

の
刊
行
計
画
を
進
め
て
お
り
、
同
年
三
月
に
は
高
井
か
ら
弓
削
新
右
衛
門
ら
の
摘

発
を
命
ぜ
ら
れ
、
弓
削
を
追
い
詰
め
て
自
殺
に
至
ら
せ
て
い
る
。
文
政
十
二
年
は

こ
の
好
吏
糾
弾
事
件
に
続
い
て
不
正
無
尽
の
探
索
を
続
け
る
な
ど
極
め
て
多
忙
な

8 

年
に
な
っ
た
が
、
こ
の
間
、
大
塩
は
七
月
に
は
、
祖
父
政
之
丞
の
十
三
回
忌
と
祖

《

S
V

母
の
清
の
三
回
忌
を
兼
ね
て
法
要
を
実
施
す
る
余
裕
を
見
せ
て
い
る
。
そ
し
て
翌

文
政
十
三
年
三
月
に
は
=
一
大
事
件
の
三
つ
め
と
な
る
破
戒
僧
処
分
事
件
を
片
付
け
、

六
月
に
高
井
実
徳
が
老
齢
を
理
由
に
隠
退
を
申
し
出
た
こ
と
を
機
に
、
八
月
に
自

分
も
隠
退
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
文
政
十
二
年
か
ら
十
三
年
の
隠
退
ま
で
大
塩
が
自
分
の
体
調
に
つ

い
て
記
し
た
書
簡
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
の
間
多
忙
で
書
簡
の
絶
対
数

《
組
制
》

が
少
な
か
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
体
調
の
ょ
い
と
き
に
わ
ざ
わ
ざ

書
簡
で
自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
状
況
に
よ
る
推
定
で
は
あ
る
が
、
文
政
十
二
年
か
ら
十
三
年
に
か
け
て
の
大

塩
の
体
調
は
、
激
務
に
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
の
状
態
を
保
っ
て
い
た
と
考



え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
但
し
、
隠
退
直
後
に
秋
吉
雲
桂
に
宛

【
四
四
》

て
た
文
政
十
三
年
九
月
十
二
日
付
書
簡
に
は
大
塩
家
の
始
祖
が
家
康
か
ら
拝
領
し

た
弓
を
拝
見
が
て
ら
名
古
屋
の
宗
家
に
行
く
こ
と
を
告
げ
た
あ
と
、
「
僕
尾
ニ
て

養
生
仕
候
ハ
、
、
一
年
半
年
之
内
ニ
ハ
壮
健
可
復
」
と
記
し
て
お
り
、
そ
の
後
、

宗
家
の
波
右
衛
門
に
い
よ
い
よ
出
立
す
る
こ
と
を
告
げ
た
十
月
八
日
付
の
書
簡
で

は
「
病
後
に
て
何
に
も
飲
食
は
仕
ら
ず
候
聞
」
気
を
遣
わ
な
い
で
欲
し
い
と
述
べ

て
い
る
ロ
小
康
を
得
て
い
た
と
は
い
え
、
隠
退
の
前
後
は
や
は
り
万
全
の
体
調
で

は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
う
。
翌
天
保
二
年
四
月
六
日
付
で
波
右
衛
門
に
宛
て
た
書

〔位】簡
に
は
「
下
拙
儀
ハ
持
病
逐
々
快
候
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
に
は
隠
退
し
て
気

持
ち
が
楽
に
な
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
塩
の
隠
退
理
由

と
し
て
は
与
力
と
し
て
の
限
界
を
悟
っ
た
こ
と
が
大
き
い
と
恩
わ
れ
る
が
、
相
変

わ
ら
ず
体
調
が
あ
ま
り
思
わ
し
く
な
か
っ
た
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
か
と
恩

わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
大
塩
の
持
病
で
あ
る
茄
気
は
隠
退
し
て
か
ら
後
も
時
々
現
れ
、
天

保
=
一
年
十
月
五
日
に
は
も
と
大
坂
西
町
奉
行
の
新
見
正
路
に
斡
旋
し
た
融
資
残
金

の
為
替
を
届
け
る
た
め
に
、
新
見
家
の
近
江
領
代
官
で
あ
る
安
土
の
武
藤
休
右
衛

門
宅
ま
で
歩
い
た
そ
の
晩
に
同
家
で
強
い
発
作
を
起
こ
し
倒
れ
て
い
る
。
こ
の
と

き
は
武
藤
の
療
養
の
勧
め
を
振
り
切
っ
て
漸
く
の
こ
と
で
大
坂
に
戻
っ
て
お
り
、

帰
宅
後
容
態
を
心
配
し
た
武
藤
か
ら
の
書
簡
に
、

段
々
病
中
御
世
話
と
も
辱
仕
合
奉
存
候
、
今
以
寒
熱
往
来
い
た
し
、
髪
月
代

ハ
出
来
兼
、
図
入
申
候
、
只
今
貴
館
ニ
て
養
生
仕
候
と
も
本
復
ニ
至
不
申
上
、

御
家
内
様
之
御
世
話
受
、
御
心
配
と
奉
存
候
、
此
の
義
前
知
仕
、
罷
帰
候
義

ニ
て
、
持
病
之
御
座
候
身
ハ
難
儀
成
ル
も
の
ニ
御
座
候
、
乍
然
追
日
快
、
御

安
心
可
被
下
候

《
的
句
》

と
答
え
て
い
る
。
結
局
大
塩
の
病
態
が
一
段
落
し
た
の
は
同
年
の
十
二
月
で
あ
っ

《“】た。
以
上
、
大
塩
が
少
な
く
と
も
文
政
五
年
以
降
、
長
年
に
わ
た
っ
て
病
気
に
昔
し

め
ら
れ
、
病
勢
の
増
し
た
と
き
に
は
二
度
に
わ
た
っ
て
宗
家
に
養
子
を
乞
い
、
最

も
体
調
の
悪
化
し
た
文
政
十
一
年
に
西
国
家
か
ら
格
之
助
を
迎
え
た
こ
と
、

そ
の

病
名
は
茄
気
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
文
政
十
年
か
ら
十
三
一
年
ま

で
の
彼
の
体
調
を
検
討
し
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
大
塩
は
病
気
で
苦
し
ん

だ
文
政
十
一
年
に
は
活
動
し
て
お
ら
ず
、
二
一
大
功
績
は
体
調
が
小
康
を
得
て
い
た

文
政
十
年
と
十
一
一
年
・
十
三
年
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

こ
の
よ

う
に
大
塩
の
体
調
を
知
る
こ
と
で
、
大
塩
の
行
動
と
病
気
と
の
関
わ
り
を
改
め
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
来
、
大
塩
は
病
弱
と
い
う
身
体
的
欠
陥
を
強
い
精

神
力
で
補
っ
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
は
そ
の
通
り
に
は
違
い
な
い
の

で
あ
る
が
、
や
や
も
す
る
と
こ
の
説
明
に
よ
っ
て
大
塩
の
持
つ
超
人
的
イ
メ
ー
ジ

が
更
に
増
幅
さ
せ
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
も
恩
わ
れ
る
。
大
塩
も
生
身
の
人
間
で
あ

り
、
病
勢
の
増
し
た
と
き
に
は
苦
し
み
、
悩
み
ひ
た
す
ら
堪
え
る
ほ
か
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。

-9 



【注】
(l) 
日
付
不
詳
川
村
竹
披
宛
猪
飼
敬
所
書
簡
、
『
日
本
芸
林
叢
書
』
第
四
巻
所
収
。

坂
本
鎧
之
助
『
校
菜
秘
記
』
。

「
中
州
遊
覧
日
記
』
。

(2) 

〔

3
)

(4) 
大
阪
雇
史
博
物
館
蔵
。

(5) 
あ例『津

りえ盟市整
なば 23教揺
が岡<!:育怨
ら本一委話

一塁手雲量
守は写理 E
の大 z 

器華 主
的パ ハ
提総 量
陥』塑
をに Z童

書面 司
な患

語重
力い
で闘
補病
つ生
て活
いを
たっ
」っ
とけ
記る
し体
てで

(
6
)
 

(
7〉

(B) 
い
る
。

(
9
)
 
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。

(
凶
)

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。
文
中
に
「
俗
粋
之
身
分
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
塩
は
在
職

中
で
あ
り
、

B
付
か
ら
文
政
十
二
年
以
前
。
頼
山
陽
が
岡
田
半
江
を
訪
問
し
た
こ
と
を

(
日
)

記
す
が
、
半
江
は
文
政
五
年
に
京
都
か
ら
大
坂
に
居
を
移
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
以
降
で

あ
る
。
稀
鈍
は
文
政
八
年
十
二
月
四
日
に
病
死
し
て
い
る
か
ら
前
の
半
江
町
条
件
と
合

わ
せ
本
書
簡
白
可
能
性
は
文
政
五
年
か
ら
八
年
ま
で
で
あ
る
。
『
頼
山
陽
全
書
』
に
よ

れ
ば
山
陽
は
文
政
五
年
八
月
二
十
八
日
に
「
半
江
を
北
野
寒
山
寺
畔
白
宅
に
訪
ひ
詩
を

贈
」
っ
て
い
る
。
本
書
簡
の
「
先
頃
半
江
宅
へ
頼
子
来
ら
れ
」
は
こ
の
時
の
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
白
で
年
紀
は
文
政
五
年
と
わ
か
る
。

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。
文
中
に
「
吏
事
」
「
上
街
之
時
刻
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
塩
は

在
職
中
で
、
稀
鈍
は
文
政
八
年
十
二
月
に
死
去
し
て
い
る
か
ら
そ
れ
以
前
の
も
の
。
大

塩
の
生
ま
れ
た
寛
政
五
年
か
ら
文
政
八
年
ま
で
の
「
閏
八
月
」
が
あ
る
年
は
、
文
化
二

年
、
文
化
十
三
一
年
、
文
政
七
年
白
三
年
。
ま
た
文
中
白
頼
山
陽
が
京
都
に
移
っ
た
白
は

文
化
八
年
で
、
岡
田
半
江
が
京
都
か
ら
大
坂
に
居
を
移
し
た
白
は
文
政
五
年
で
あ
る
。

本
書
簡
は
半
江
が
大
坂
で
稀
鈍
白
世
話
を
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
か
ら
文
政
七
年
四

も
の
で
あ
る
。

(ロ)
大
塩
家
蔵
。
文
中
「
最
早
三
十
四
歳
一
一
も
相
成
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
文
政
九
年
白
書
簡

で
あ
る
。

(日〉
(
H
H
)
 

(
日
)

『
柳
営
補
任
』
巻
之
十
九
。

大
阪
雇
史
博
物
館
蔵
。

文
政
十
年
十
一
月
三
十
七
日
付
間
確
斎
宛
書
簡
に
は
「
今
日
よ
り
十
日
斗
暇
貰
請
病
気

養
生
い
た
し
候
」
と
あ
る
の
で
、
日
付
の
近
い
本
書
簡
は
同
年
目
可
能
性
が
あ
る
が
、

本
書
簡
に
は
「
此
聞
は
御
責
臨
」
と
あ
っ
て
確
斎
が
十
一
月
下
旬
に
大
塩
を
訪
問
し
て

い
る
。
十
一
月
二
十
七
日
か
ら
十
二
月
一
一
固
ま
で
は
六
回
、
病
気
養
生
中
と
知
り
な
が

ら
確
斎
が
大
塩
を
訪
問
す
る
筈
が
な
い
白
で
、
本
書
簡
は
文
政
十
年
四
、
も
の
で
は
な
い
。

文
政
九
年
十
一
月
、
こ
の
年
大
塩
は
体
調
を
悪
く
し
、
そ
白
た
め
大
塩
宗
家
に
手
紙
を

出
し
て
養
子
を
迎
え
隠
退
を
考
え
た
。
十
二
月
二
日
付
の
本
書
簡
を
文
政
九
年
と
仮
定

す
る
と
、
体
調
の
悪
い
状
態
は
年
末
か
ら
翌
十
年
の
は
じ
め
に
か
け
て
も
続
い
た
可
能

性
を
推
測
で
き
る
。
文
政
十
年
四
月
に
は
、
大
塩
は
高
井
実
徳
か
ら
、
京
阪
キ
リ
シ
タ

ン
事
件
に
発
展
す
る
詐
欺
事
件
目
捜
査
を
命
じ
ら
れ
、
六
月
に
は
豊
田
責
を
捕
縛
し
て

い
る
が
、
「
春
来
病
後
な
が
ら
多
事
に
て
心
外
之
御
無
音
L

と
あ
る
宛
先
白
な
い
陽
月

(
十
月
)
十
日
付
田
大
塩
書
簡
を
文
政
十
年
と
考
え
る
と
、
大
塩
は
文
政
十
年
四
春
に

は
一
旦
小
康
状
態
を
得
た
上
で
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
の
探
索
に
入
り
「
多
事
」
に
な
勺
た

と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
文
政
九
年
四
年
末
か
ら
十
年
秋
に
か
け
て
の
大
塩
田
健
康
状

態
を
無
理
な
く
理
解
で
き
る
。
従
っ
て
断
定
は
で
き
な
い
が
、
本
書
簡
は
文
政
九
年
の

-10ー

可
能
性
が
高
い
と
恩
わ
れ
る
。

(
日
)

(
汀
)

幸
田
成
友
『
大
塩
平
八
郎
』
附
録
所
収
。

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。
文
中
、
秋
吉
白
息
・
藤
太
田
洗
心
洞
入
塾
の
こ
と
を
記
す
が
、

藤
太
白
人
塾
は
大
塩
在
職
中
(
天
保
四
年
ヵ
四
月
十
八
日
付
秋
吉
雲
按
宛
書
簡
に
「
令

息
御
入
塾
之
節
ハ
勤
役
中
L

と
あ
る
)
で
、
本
書
簡
の
九
月
甘
七
日
と
い
う
日
付
か
ら

文
政
十
二
年
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
文
中
「
僕
家
之
篠
約
」
と
見
え
る
「
洗
心

洞
入
学
盟
」
白
制
定
は
文
政
八
年
正
月
十
四
日
で
あ
る
か
ら
本
書
簡
は
文
政
八
年
か
ら

同
十
二
年
白
間
白
も
由
。
ま
た
藤
太
は
文
政
十
一
年
二
月
五
日
に
小
竹
田
梅
花
社
塾
に



(
見
)

入
塾
し
て
い
る
(
篠
崎
小
竹
門
人
帖
「
輔
仁
姓
名
録
」
)
か
ら
洗
心
洞
塾
に
い
た
期
間

は
文
政
八
年
か
ら
十
年
ま
で
の
聞
で
あ
る
。
更
に
、
文
中
「
こ
白
節
繁
劇
」
で
「
未
明

出
街
、
薄
暮
帰
宅
」
と
あ
る
が
、
文
政
八
年
か
ら
十
年
四
聞
で
大
塩
が
大
き
な
仕
事
を

し
た
白
は
文
政
十
年
四
京
阪
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
で
あ
る
。
こ
の
年
、
大
塩
は
九
月
に
一

件
吟
味
書
・
罪
状
書
な
ど
を
評
定
所
に
提
出
し
て
い
る
。
故
に
本
書
簡
の
年
紀
は
文
政

十
年
で
あ
る
。

個
人
蔵
。
文
面
か
ら
大
塩
は
在
職
中
で
、
大
塩
が
隠
退
し
た
月
(
文
政
十
=
一
年
八
月
、

正
式
に
は
九
月
)
と
本
書
簡
の
日
付
か
ら
文
政
十
二
年
ま
で
の
も
由
。
文
政
十
一
年
七

月
、
大
塩
は
役
所
に
月
に
一
回
程
し
か
出
動
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た

〔
文
政
十
一
年
七
月
九
日
付
和
泉
某
宛
書
簡
)
か
ら
「
多
事
に
て
」
と
あ
る
本
書
簡
は
文

政
十
一
年
で
は
な
い
。
ま
た
大
塩
は
推
定
文
政
九
年
十
二
月
二
日
付
間
確
斎
宛
書
簡
に
、

数
日
前
の
訪
問
を
謝
し
「
心
病
養
生
中
関
戸
」
と
記
し
て
い
る
。
文
政
九
年
の
末
頃
大

塩
は
非
常
に
体
調
が
悪
く
、
こ
白
状
援
は
十
年
の
初
め
に
か
け
て
も
続
い
た
と
推
定
で

き
る
。
し
か
し
翌
文
政
十
年
の
四
月
に
は
「
京
阪
キ
リ
シ
タ
ン
事
件
」
白
探
索
に
入
っ

て
お
り
、
こ
白
年
は
多
忙
な
年
に
な
っ
た
。
こ
の
流
れ
の
な
か
に
「
春
来
病
後
な
が
ら

多
事
」
と
あ
る
本
書
簡
を
置
く
と
矛
盾
白
な
い
理
解
が
可
能
で
あ
る
。
よ
っ
て
断
定
は

で
き
な
い
が
、
本
書
簡
は
文
政
十
年
白
可
能
性
が
高
い
。

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。
大
塩
は
文
政
十
年
八
月
五
日
付
白
間
確
斎
宛
書
簡
(
大
坂
歴
史

博
物
館
蔵
)
で
、
出
府
中
の
確
斎
に
『
欧
陽
南
野
文
選
』
白
入
手
と
昌
平
坂
学
問
所
白

友
人
が
所
持
す
る
『
郷
東
廓
集
』
等
白
稀
観
書
の
借
用
を
依
頼
し
て
い
る
。
本
書
簡
白

内
容
は
こ
れ
に
続
く
も
の
で
あ
る
白
で
年
紀
は
文
政
十
年
と
わ
か
る
。

幕
府
儒
官
林
大
学
頭
述
斎
に
千
両
を
融
資
し
た
一
件
。
大
塩
が
蜂
起
直
前
に
老
中
に
宛

て
た
建
議
書
に
添
付
し
た
林
家
の
借
用
証
文
白
日
付
は
「
文
政
十
年
十
一
月
」
付
で
あ

る。

(
m
M
)
 

(
刷
出
)

(
幻
)

個
人
蔵
。
文
中
に
「
街
門
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
大
塩
は
在
職
中
、
つ
ま
り
文
政
十
三
年

以
前
由
書
簡
。
「
六
十
文
有
田
祖
母
」
は
「
清
」
で
、
本
書
簡
白
書
か
れ
た
と
き
は

「
天
命
も
こ
れ
あ
り
候
わ
ば
」
と
記
す
程
の
重
病
で
あ
っ
た
。
清
は
文
政
十
一
年
七
月

れら十
る十九
。 日 日

後、
に六
亡十
〈凹
な歳
つで

た死
白去
で

品逗
Qo ~書

故主主

本 4エ

書与
はい
文高
政凶

十す
ーな

年わ
白ち

も清
白は
と本
考書
え簡
らか

(辺〉
(
お
)

中
尾
捨
吉
『
洗
心
洞
詩
文
』
。

格
之
助
を
養
子
に
迎
え
た
年
に
つ
い
て
は
、
古
く
幸
田
成
友
は
『
大
塩
平
八
郎
』
で
文

政
十
三
年
説
を
唱
え
て
い
る
が
、
岡
本
良
一
『
大
塩
平
八
郎
』
は
「
年
譜
」
文
政
九
年

条
に
「
辞
職
を
請
う
て
許
さ
せ
ず
、
格
之
助
を
養
子
と
す
」
、
宮
城
公
子
『
大
塩
平
八

郎
』
も
文
政
九
年
「
辞
職
を
乞
う
も
許
さ
れ
ず
、
嗣
子
な
き
た
め
尾
張
宗
家
大
塩
氏
に

養
子
縁
組
依
頼
。
不
首
尾
に
終
り
祖
母
西
田
氏
甥
格
之
助
を
養
子
と
す
る
」
と
記
し
て

お
り
、
そ
白
他
の
研
究
者
も
文
政
九
年
説
を
採
っ
て
い
る
。

拙
稿
「
大
塩
平
八
郎
・
格
之
助
白
養
子
縁
組
に
つ
い
て
」
『
大
塩
研
究
』
三
六
号
。

究
理
堂
文
庫
蔵
。
原
漢
文
。

天
保
四
年
十
一
月
二
日
、
同
年
十
一
月
二
十
一
日
付
足
代
弘
訓
宛
書
簡
。
い
ず
れ
も
大

阪
歴
史
博
物
館
蔵
。

大
坂
城
天
守
閣
蔵
。

丸
美
屋
和
漢
薬
研
究
所
の
ホ
l
ム
ベ

l
ジ。

大
坂
城
天
守
閣
蔵
。

石
崎
東
国
『
大
塩
平
八
郎
伝
』
所
収
。

『
近
江
蒲
生
郡
誌
』
巻
八
、
大
正
十
一
年
。

京
都
大
学
附
属
図
書
舘
蔵
。

多
麿
律
文
化
財
保
存
会
保
管
。

『
大
塩
平
八
郎
そ
の
性
格
と
状
況
』
旺
史
社
、
昭
和
五
十
二
年
。

『
精
神
科
医
が
診
た
歴
史
上
白
事
件
大
塩
平
八
郎
の
乱
』
新
風
舎
、
平
成
十
二
年
。

「
両
相
性
う
つ
病
」
と
は
響
病
相
と
牒
病
相
白
両
相
が
認
め
ら
れ
る
欝
病
で
あ
る
。
ま

た
同
書
白
註
に
よ
れ
ば
「
メ
ラ
ン
コ
リ
ー
親
和
型
性
格
」
と
は
「
凡
帳
面
、
仕
事
熱
心
、

律
義
、
円
満
な
対
人
関
係
を
維
持
す
る
た
め
由
配
慮
」
、
「
マ
ニ

1
親
和
型
性
格
L

に
つ

い
て
は
「
活
発
で
生
気
に
あ
ふ
れ
、
異
常
に
高
揚
し
た
気
分
を
持
ち
、
生
命
白
動
き
は

(
但
)

〈
部
)

(
M
m
〕

(
幻
)

(
却
)

(
勾
)

(
加
)

(
但
)

〔

m
M
)

(
お
)

(
鈍
)

(
お
)

11ー



(
お
)

(
幻
)

(
犯
)

(
鈎
)

流
動
し
て
停
滞
す
る
こ
と
が
な
い
。
秩
序
へ
の
反
逆
傾
向
が
あ
り
、
外
的
強
制
や
圧
迫

に
反
抗
す
る
特
性
を
持
つ
。
己
白
た
め
生
命
白
流
れ
の
停
滞
が
加
わ
る
よ
う
な
状
況
で

発
病
が
招
来
さ
れ
る
」
と
あ
る
。
但
し
、
例
え
ば
大
原
は
「
平
八
郎
由
行
動
や
性
格
特

徴
」
白
根
拠
と
し
て
天
保
四
年
六
月
付
佐
藤
一
斎
宛
真
文
書
簡
(
寄
一
斎
佐
藤
氏
書
)

を
引
用
し
、
「
平
八
郎
白
劣
等
感
や
抑
う
つ
傾
向
と
、
一
方
彼
白
理
想
主
義
、
強
い
上

昇
志
向
、
執
着
性
、
潔
癖
性
な
ど
を
行
聞
に
強
く
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
説
明
し
て

い
る
が
、
客
観
的
な
証
明
と
し
て
の
説
得
性
に
は
欠
け
る
。
ま
た
、
も
し
大
塩
が
両
相

性
欝
病
白
病
前
性
格
を
有
し
て
い
た
と
し
て
も
そ
れ
で
彼
が
操
欝
病
で
あ
っ
た
と
い
う

証
明
に
は
な
ら
ず
、
仮
に
操
欝
病
で
あ
っ
た
と
し
て
も
決
起
は
大
塩
田
そ
白
発
症
(
マ

ニ
l
状
態
)
で
あ
る
と
す
る
白
は
短
絡
的
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。

『
大
漢
和
辞
典
』
大
修
館
書
居
。

大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。

文
政
十
二
年
-
一
月
二
十
三
日
付
河
内
屋
吉
兵
衛
宛
書
簡
、
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。

文
政
十
二
年
七
月
十
八
日
付
金
井
塚
わ
ゐ
宛
書
簡
、
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
。

現
在
白
と
こ
ろ
、
先
白
文
政
十
二
年
二
月
二
十
三
日
付
河
内
屋
吉
兵
衛
宛
、
同
年
七
月

十
八
日
付
金
井
塚
わ
ゐ
宛
書
簡
白
ほ
か
、
同
年
ヵ
十
一
月
二
十
八
日
付
三
宅
小
一
郎
宛

(
個
人
蔵
)
、
文
政
十
三
年
八
月
十
二
日
付
内
山
彦
次
郎
宛
(
盛
泉
寺
蔵
)
白
計
四
通
し

か
な
い
。

-12ー

(
羽
)

(
H
U
)
 

(
必
)

(
必
)

(
H
H
)
 

大
塩
家
蔵
。
ベ
ン
書
写
本
。

大
塩
家
蔵
。

天
保
三
年
十
月
十
七
日
付
武
藤
休
右
衛
門
宛
書
簡
(
大
阪
城
天
守
閣
蔵
)
。

天
保
三
年
十
二
月
二
日
付
武
藤
休
右
衛
門
宛
書
簡
(
大
阪
歴
史
博
物
館
蔵
)
に
、
「
下
拙

儀
ハ
持
病
逐
々
快
候
」
と
あ
る
。

(
元
大
阪
歴
史
博
物
館
)


